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六
部
尚
書
及
び
卿
貳
表
(
万
暦
篇
 
其
の
一
)
荒
木
猛
は
じ
め
に
内
藤
湖
南
の
「
支
那
史
学
史
」
第
十
1
明
代
の
史
学
に
依
れ
ば
、
明
の
嘉
靖
か
ら
万
暦
に
か
け
て
の
頃
と
い
う
の
が
、
史
学
史
の
上
で
は
大
切
な
時
期
う
わ
さ
で
あ
っ
て
、
歴
史
の
記
述
の
仕
方
が
、
そ
れ
ま
で
の
噂
本
位
の
も
の
か
ら
、
で
き
る
だ
け
正
確
な
史
料
に
よ
っ
て
こ
れ
を
行
う
と
す
る
方
向
に
変
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の
頃
歴
史
的
記
述
を
こ
の
よ
う
に
変
え
た
代
表
的
人
物
が
王
世
貞
と
焦
肱
と
で
あ
り
、
彼
等
の
歴
史
的
著
述
で
あ
る
r
余
山
堂
別
集
」
や
「
国
朝
献
徴
録
」
の
両
書
は
、
い
ず
れ
も
上
記
の
意
味
に
お
い
て
高
-
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
内
藤
氏
の
言
を
待
つ
ま
で
も
な
-
、
こ
の
両
書
は
い
ず
れ
も
こ
の
道
の
専
門
家
な
ら
誰
で
も
知
っ
て
い
る
書
で
あ
り
、
そ
の
卓
抜
な
内
容
に
よ
り
こ
れ
ま
で
明
代
史
の
研
究
に
ど
れ
だ
け
の
貢
献
を
し
た
か
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
こ
と
に
「
余
山
堂
別
集
」
の
う
ち
の
巻
三
十
七
よ
り
巻
六
十
四
に
至
る
、
功
臣
公
僕
伯
表
や
内
閣
輔
臣
年
表
、
六
部
尚
書
表
や
卿
式
表
等
々
は
、
い
ず
れ
も
大
変
便
利
な
表
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
残
念
な
こ
と
に
、
ど
の
表
も
せ
い
ぜ
い
万
暦
十
六
、
七
年
ど
ま
り
で
、
そ
れ
以
降
は
書
い
て
な
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
南
京
刑
部
尚
書
表
の
一
番
お
し
ま
い
が
、
こ
の
表
の
作
者
王
世
貞
で
、
万
暦
十
七
年
任
と
い
う
所
で
終
っ
て
い
る
。
実
は
、
世
貞
は
、
翌
万
暦
十
八
年
三
月
に
南
京
刑
部
尚
書
の
職
を
辞
し
、
さ
ら
に
又
翌
年
の
万
暦
十
九
年
正
月
に
死
去
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
こ
れ
以
降
の
表
を
作
成
で
き
る
は
ず
も
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
あ
と
、
で
き
れ
ば
明
国
が
亡
ぶ
時
期
ま
で
の
表
が
あ
っ
た
ら
ば
と
思
っ
た
の
は
、
恐
ら
く
私
ば
か
り
で
,
は
な
か
っ
た
は
ず
。
当
初
、
い
ず
れ
こ
の
道
の
専
門
家
の
方
が
作
っ
て
下
さ
る
に
相
違
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
い
く
ら
待
っ
て
も
、
そ
の
よ
う
な
篤
志
家
の
方
が
現
れ
そ
う
に
な
い
。
そ
の
う
ち
、
こ
の
よ
う
に
他
人
に
の
み
た
よ
る
の
は
研
究
者
と
し
て
失
格
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
た
ち
、
教
学
の
合
間
あ
い
間
を
見
つ
け
て
作
成
し
た
の
が
、
以
下
の
表
で
あ
る
。
こ
と
に
、
筆
者
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
表
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
の
は
、
こ
こ
数
年
来
着
手
し
て
い
る
「
金
瓶
梅
」
の
研
究
上
の
要
請
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
小
説
を
精
し
く
読
ん
で
み
る
と
、
こ
の
小
説
の
作
者
が
、
明
の
嘉
靖
か
ら
万
暦
に
か
け
て
の
官
界
の
動
向
に
相
当
程
度
通
じ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
ふ
し
が
あ
る
。
小
説
で
あ
る
か
ら
、
歴
史
そ
の
も
の
で
は
勿
論
な
い
が
、
作
者
が
こ
の
小
説
を
著
そ
う
と
し
た
時
、
頭
に
モ
デ
ル
と
し
て
描
い
た
官
僚
や
政
長
崎
大
学
教
養
部
紀
要
(
人
文
科
学
篇
)
第
3
 
4
巻
第
1
号
九
～
二
七
(
一
九
九
三
年
七
月
)
九
荒
木
猛
治
的
事
件
は
、
一
体
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
の
が
、
私
の
積
年
の
関
心
事
で
あ
り
、
こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
為
に
は
、
こ
の
よ
う
表
が
不
可
欠
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
表
は
、
原
則
と
し
て
談
達
の
「
国
権
」
に
よ
っ
て
作
成
し
た
。
そ
し
て
、
適
宜
、
「
明
史
」
の
七
卿
年
表
や
「
明
実
録
」
を
参
照
し
た
。
今
回
は
紙
数
の
制
限
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
と
り
あ
え
ず
万
暦
年
間
の
し
か
も
六
部
尚
書
表
及
び
史
部
侍
郎
表
、
大
理
寺
卿
表
、
南
京
大
理
寺
卿
表
の
み
を
収
め
る
。
本
表
を
「
六
部
尚
書
及
び
卿
貳
表
(
万
暦
篇
・
其
の
一
)
」
と
題
す
る
所
以
で
あ
る
。
吏
部
以
外
の
各
部
の
侍
郎
表
及
び
都
察
院
都
御
史
表
、
国
子
祭
酒
表
は
、
次
回
に
発
表
し
た
い
。
と
こ
ろ
で
、
今
回
こ
の
よ
う
な
も
の
を
作
成
し
て
い
て
、
つ
-
づ
-
と
痛
感
し
た
こ
と
は
、
「
国
権
」
は
完
全
で
は
な
-
記
載
も
れ
は
無
数
に
あ
り
、
ま
た
時
と
し
て
し
ば
し
ば
そ
の
記
載
に
誤
り
す
ら
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
り
も
し
た
の
で
、
本
来
な
ら
こ
の
よ
う
な
表
は
、
「
明
実
録
」
が
現
存
す
る
の
だ
か
ら
や
は
り
こ
の
実
録
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ま
た
ふ
り
か
え
っ
て
考
え
直
し
て
み
る
と
、
何
事
も
最
初
か
ら
完
全
無
欠
と
い
う
も
の
は
あ
り
え
な
い
の
だ
か
ら
、
と
り
あ
え
ず
発
表
し
て
、
あ
と
で
誤
り
を
訂
正
す
る
方
が
よ
り
生
産
的
で
は
な
い
か
な
ど
と
思
い
、
こ
こ
に
発
表
す
る
こ
と
に
し
た
次
第
で
あ
る
。
「
国
権
」
で
明
ら
か
に
誤
り
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
極
力
「
実
録
」
で
訂
正
し
た
つ
も
り
だ
が
、
尚
遺
漏
の
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
読
者
諸
賢
の
ご
叱
正
を
乞
う
も
の
で
あ
る
。
一
、二
、
三
、
四
、
五
、
六
、
七
、
八
、
白
H
吏
部
尚
書
表
次
南
京
吏
部
尚
書
表
兵
部
尚
書
表
南
京
兵
部
尚
書
表
刑
部
尚
書
表
南
京
刑
部
尚
書
表
戸
部
尚
書
表
南
京
戸
部
尚
書
表
九
、
礼
部
尚
書
表
十
、
南
京
礼
部
尚
書
表
十
一
、
工
部
尚
書
表
十
二
、
南
京
工
部
尚
書
表
十
三
、
吏
部
侍
郎
表
十
四
、
大
理
寺
卿
表
十
五
、
南
京
大
理
寺
卿
表
262523222120181817161514131210
一
、
吏
部
尚
書
表
万
暦
元
年
九
月
吏
部
尚
書
矧
引
疾
去
〟
〟
南
京
工
部
尚
書
張
瀞
改
吏
部
五
年
十
月
吏
部
尚
書
張
瀞
罷
〃
〃
‥
〃
〃十
年
十
月
〟
〟
十
二
月
六
月
十十十十
〃十〃九!!〃八四三!!
年年年年年
十〃十
毎年
〟
八七八四〃三五四六三二六十〃
月日月日日月日月月日日月
兵
部
尚
書
方
蓮
時
署
吏
部
事
起
到
矧
淵
為
吏
部
尚
書
兵
部
尚
書
加
盟
列
矧
改
吏
部
吏
部
尚
書
強
国
地
致
仕
刑
部
尚
書
幽
恩
矧
改
吏
部
吏
部
尚
書
矧
致
仕
戸
部
尚
書
矧
矧
叩
改
吏
部
前
吏
部
尚
書
勢
瑚
矧
卒
前
吏
部
尚
書
楓
瑚
劉
卒
吏
部
尚
書
樹
楓
致
仕
戸
部
尚
書
利
矧
改
吏
部
前
吏
部
尚
書
麟
矧
卒
刑
部
尚
書
囲
地
租
改
吏
部
吏
部
尚
書
刺
繍
卒
吏
部
尚
書
酪
淵
矧
叫
致
仕
南
京
兵
部
尚
書
矧
矧
為
吏
部
尚
書
吏
部
尚
書
孫
錘
罷
南
京
吏
部
尚
書
楓
珂
判
為
吏
部
尚
書
吏
部
尚
書
矧
珂
判
罷
左
都
御
史
笥
矧
為
吏
部
尚
書
二
十
三
年
〃
‥
六
月
十
一
月
二
十
四
年
二
十
五
年
二
十
六
年
〟
〃
‥
三
十
一
年
〃
‥
三
十
二
年
三
十
六
年
三
十
七
年
三
十
八
年
四
十
年
〃
1
四
十
一
年
四
十
二
年
四
十
六
年
〟〟
閏閏十
六JJ二二十八二三二九五JJ二六四一二八
月日月日月日月月日月月日日月月日
六
部
尚
書
及
び
卿
式
表
予
故
吏
部
尚
書
孫
鋪
祭
葬
吏
部
尚
書
謝
到
矧
称
疾
甚
、
吏
部
右
侍
郎
謝
観
劇
梼
事
吏
部
尚
書
笥
矧
罷
南
京
吏
部
尚
書
剰
回
顧
為
吏
部
尚
書
前
吏
部
尚
書
噛
珂
判
卒
前
吏
部
尚
書
圏
矧
矧
叫
卒
起
劃
劃
吏
部
尚
書
戸
部
尚
書
矧
蘭
卿
為
吏
部
尚
書
吏
部
尚
書
劃
剰
致
仕
吏
部
左
侍
郎
矧
矧
簡
捷
部
事
起
謝
杢
‾
囲
太
子
少
保
吏
部
尚
書
署
吏
部
事
左
侍
郎
矧
矧
商
卒
前
吏
部
尚
書
撃
‾
瑚
均
卒
吏
部
尚
書
謝
到
矧
致
仕
刑
部
尚
書
樹
矧
為
吏
部
尚
書
兵
部
尚
書
劃
剰
矧
署
吏
部
事
南
京
吏
部
尚
書
矧
矧
叫
為
吏
部
尚
書
吏
部
尚
書
勢
叫
致
仕
戸
部
尚
書
劃
汝
‾
萄
署
吏
部
起
劇
画
為
吏
部
尚
書
一
一
荒
木
四
十
七
年
十
一
月
〃
り
〃
‥
四
十
八
年
六
月
猛
吏
部
尚
書
樹
矧
卒
戸
部
尚
書
到
測
萄
署
吏
部
工
部
尚
書
矧
矧
矧
謝
為
吏
部
尚
書
〃
十
二
月
十
五
年
七
月
〃
十
二
月
〃
‥
二
、
南
京
万
暦
二
年
七
月
吏
部
尚
書
表
〃十〃〃〃八七六四〃
年年年年年
間
〃五〃九五四六三二〃
日月月日日月月
十
1
年
四
月
u^m/i
r
J
u
rn"u七
月
十
三
年
四
月
南
京
吏
部
尚
書
王
本
国
致
仕
南
京
工
部
尚
書
劃
柳
改
南
京
吏
部
尚
書
南
京
礼
部
尚
書
播
‾
晟
改
南
京
吏
部
尚
書
矧
鍋
為
南
京
吏
部
尚
書
前
南
京
吏
部
尚
書
劃
矧
矧
卒
南
京
吏
部
尚
書
鋤
鍋
致
仕
総
督
倉
場
戸
部
尚
書
副
詞
例
為
南
京
吏
部
尚
書
南
京
吏
部
尚
書
江
‾
封
例
致
仕
南
京
刑
部
尚
書
矧
矧
改
南
京
吏
部
尚
書
南
京
吏
部
尚
書
何
‾
風
致
仕
吏
部
左
侍
郎
劇
画
為
南
京
吏
部
尚
書
南
京
吏
部
尚
書
矧
矧
致
仕
前
南
京
吏
部
尚
書
鋤
鍋
起
原
官
南
京
工
部
尚
書
薗
翻
改
南
京
吏
部
尚
書
刑
部
右
侍
郎
功
柳
為
南
京
吏
部
尚
書
〃〃十十十〃十二十
九七六一十〃七〃〃
年年年年年年
〃
・
〟〟六
月
十十
〃一二五六二四四〃
日月日月日月月
〟
〃
‥
三
十
三
年
四
月
〃
十
二
月
三
十
四
年
十
月
一
二
南
京
吏
部
尚
書
丘
棉
卒
南
京
兵
部
尚
書
剰
測
薗
為
南
京
吏
部
尚
書
前
南
京
吏
部
尚
書
矧
薗
卒
南
京
吏
部
尚
書
薗
測
創
致
仕
前
南
京
吏
部
尚
書
矧
劇
起
原
宮
前
南
京
吏
部
尚
書
団
盟
仙
例
卒
南
京
刑
部
尚
書
嘩
‾
淵
租
改
南
京
吏
部
尚
書
前
南
京
吏
部
尚
書
薗
測
剥
卒
総
督
倉
場
右
都
御
史
楓
矧
為
南
京
吏
部
尚
書
南
京
右
都
御
史
圏
矧
]
判
為
南
京
吏
部
尚
書
吏
部
左
侍
郎
魂
酬
功
為
南
京
吏
部
尚
書
起
矧
同
封
南
京
吏
部
尚
書
南
京
吏
部
右
侍
郎
組
側
為
南
京
吏
部
尚
書
前
太
子
少
保
吏
部
尚
書
笥
矧
為
南
京
吏
部
尚
書
南
京
吏
部
尚
書
謝
利
コ
矧
疾
去
起
前
南
京
工
部
尚
書
血
盟
仙
萄
為
南
京
吏
部
尚
書
、
不
拝
矧
同
封
為
南
京
吏
部
尚
書
南
京
吏
部
尚
書
矧
朝
致
仕
前
南
京
工
部
尚
書
矧
仙
葡
為
南
京
吏
部
尚
書
前
南
京
吏
部
尚
書
血
矧
矧
卒
三
十
五
年
三
十
七
年
四
十
年
四
十
二
年
四
十
三
年
四
十
四
年
閏
万隆
〃〃〃五三暦六慶三
年年年、
兵
苫部言JBl方言方言
尚
前
南
京
吏
部
尚
書
曽
同
亨
卒
前
南
京
吏
部
尚
書
魂
戯
画
卒
南
京
戸
部
尚
書
顧
叫
為
南
京
吏
部
尚
書
南
京
戸
部
尚
書
㈲
承
矧
為
南
京
吏
部
尚
書
南
京
吏
部
尚
書
矧
凧
矧
卒
前
刑
部
尚
書
淵
応
対
為
南
京
吏
部
尚
書
〟〟〟
十
四
年
十
五
年
^九
月
問
九
月
十
二
月
四
月
起
薄
給
兵
部
尚
書
九
月
四
月
〟十
月
〟
九
年
四
月
〃
り
〃
り
十
年
十
一
月
十
一
年
四
月
十
三
年
三
月
予
故
兵
部
尚
書
事
実
祭
葬
兵
部
尚
書
圃
矧
卒
刑
部
尚
書
剖
鼎
剖
改
兵
部
兵
部
尚
書
剖
鼎
封
罷
戎
政
兵
部
尚
書
山
恩
矧
時
運
部
兵
部
尚
書
山
恩
矧
噂
致
仕
総
督
兵
部
尚
書
剰
劉
龍
‾
回
部
総
督
新
道
兵
部
尚
書
矧
矧
回
部
戸
部
尚
書
魂
到
劇
改
兵
部
兵
部
尚
書
蝋
到
劇
致
仕
三十十十十四十十〃十十
六二〃十六四〃九〃六
年年年年年年年
+ +
〃一十六三六四九八一ハ
日月日月月日日月日月
〃十九七
年年年
四
月
十
二
月
正
月
〟
六
部
尚
書
及
び
卿
式
表
王
速
為
兵
部
尚
書
兵
部
尚
書
司
風
致
仕
総
督
蔚
遼
軍
務
兵
部
尚
書
醜
噛
胤
還
部
兵
部
尚
書
魂
倒
風
致
仕
総
督
蔚
遼
軍
務
兼
兵
部
右
侍
郎
ヨ
圃
為
兵
部
尚
香前
兵
部
尚
書
張
佳
胤
卒
前
兵
部
尚
書
到
矧
封
卒
戸
部
尚
書
T
a
劃
改
兵
部
前
兵
部
尚
書
ヨ
圃
卒
前
兵
部
尚
書
鼎
剣
卒
起
到
剰
兵
部
尚
書
兵
部
尚
書
到
剰
致
仕
刑
部
尚
書
珊
刊
川
朝
兼
署
刑
部
尚
書
細
矧
川
朝
改
兵
部
、
偽
署
刑
部
事
兵
部
尚
書
珊
刊
川
朝
致
仕
戎
政
尚
書
到
仙
薗
以
掌
部
事
前
兵
部
尚
書
葡
萄
卒
兵
部
尚
書
到
伯
山
矧
卒
総
督
蔚
遼
尚
書
剖
剰
矧
還
為
兵
部
尚
書
前
兵
部
尚
書
漸
対
到
卒
一
三
荒
木
猛
四
十
二
年
八
月
兵
部
尚
書
王
象
範
致
仕
〟
〃
‖^
四
十
三
年
〃
・
四
十
四
年
四
十
七
年
〃
総
督
宣
大
軍
務
兵
部
尚
書
徐
宗
漆
召
還
兵
部
九
月
吏
部
尚
書
劃
叫
兼
署
〟
十
一十九四
月月月日
吏
部
右
侍
郎
李
鑑
兼
署
兵
部
左
侍
郎
観
劇
剰
署
部
事
兵
部
左
侍
郎
矧
薗
蘭
署
部
事
協
理
京
営
兵
部
尚
書
薗
矧
葡
為
兵
部
尚
書
兵
部
左
侍
郎
矧
戯
職
掻
部
事
十
〃〃一八七
年年年
I
午
十
四〃
年
十
四九正二七正六四
月月月日日月日月
万隆
〃五〃〃四〃二元暦六慶四
年年年年年、
南
京
兵
部
尚
書
表
〟
十
一
月
〟
十
〃十五二正〃六二七
月月月日月日月
前
戸
部
尚
書
劉
体
乾
為
南
京
兵
部
尚
書
〃
十
二
月
十
五
年
五
月
前
南
京
兵
部
尚
書
劉
采
卒
南
京
兵
部
尚
書
劉
倒
閣
致
仕
南
京
刑
部
尚
書
朝
刊
改
南
京
兵
部
前
南
京
兵
部
尚
書
到
判
薗
卒
南
京
吏
部
尚
書
割
判
矧
改
南
京
兵
部
前
南
京
兵
部
尚
書
劉
倒
閣
卒
南
京
兵
部
尚
書
劉
詔
珂
致
仕
南
京
礼
部
尚
書
創
刊
団
改
南
京
兵
部
〟六
月
十
六
年
七
月
〟
〃
り
〃
十
一
月
十
七
年
五
月
″
九
月
十
九
年
二
月
1
四
南
京
工
部
尚
書
凌
‾
薗
利
剣
改
南
京
兵
部
簡
劃
馴
為
南
京
兵
部
尚
書
南
京
工
部
尚
書
劃
魂
改
南
京
兵
部
南
京
戸
部
尚
書
劃
矧
謝
改
南
京
兵
部
南
京
兵
部
尚
書
劉
矧
薗
致
仕
南
京
右
都
御
史
朝
凪
矧
為
南
京
兵
部
尚
書
前
南
京
兵
部
尚
書
酬
地
矧
卒
南
京
兵
部
尚
書
朝
凪
矧
致
仕
南
京
戸
部
尚
書
博
樹
劉
改
南
京
兵
部
予
故
南
京
兵
部
尚
書
劉
尭
‾
謝
祭
葬
南
京
兵
部
尚
書
暫
仙
職
卒
予
故
南
京
兵
部
尚
書
朝
刊
祭
葬
南
京
吏
部
尚
書
魂
蘭
画
叫
改
南
京
兵
部
南
京
礼
部
尚
書
劃
測
剣
改
南
京
兵
部
南
京
工
部
尚
書
噺
武
卿
改
南
京
兵
部
南
京
兵
部
尚
書
樹
武
卿
卒
南
京
工
部
尚
書
鼎
劃
改
南
京
兵
部
前
南
京
兵
部
尚
書
酬
宗
劃
卒
南
京
吏
部
尚
書
矧
矧
改
南
京
兵
部
前
南
京
兵
部
尚
書
現
矧
碗
卒
南
京
兵
部
尚
書
矧
魂
致
仕
〟
二
十
年
〟
二
十
四
年
二
十
六
年
〟
二
十
七
年
i"Hu
i
i
a
二
十
九
年
-
/
ilia
三
十
三
年
三
十
七
年
〟
四
十
年
〟二五三九六九四三
月月日月日月月月
〟
十
1
月
九
月
十
二
月
二
月
南
京
戸
部
尚
書
静
応
龍
改
南
京
兵
部
南
京
吏
部
尚
書
珂
矧
改
南
京
兵
部
南
京
工
部
尚
書
衷
‾
血
盟
叫
改
南
京
兵
部
、
総
督
倉
場
前
南
京
兵
部
尚
書
楓
魂
致
仕
起
矧
冊
薗
南
京
兵
部
尚
書
予
故
南
京
兵
部
尚
書
慧
劃
祭
葬
前
南
京
兵
部
尚
書
矧
倒
薗
疾
辞
南
京
工
部
尚
書
瑚
珊
州
改
南
京
兵
部
予
故
南
京
兵
部
尚
書
酬
刺
祭
葬
総
督
蔚
遼
保
定
軍
務
尚
書
邪
扮
為
南
京
兵
部
尚
書
南
京
右
都
御
史
孫
‾
蘭
為
南
京
兵
部
尚
書
南
京
兵
部
尚
書
孫
‾
矧
罷
前
少
保
邪
扮
為
南
京
兵
部
尚
書
巡
撫
山
東
尚
書
黄
‾
剰
圃
為
南
京
兵
部
尚
書
十十十十十
〃〃九八〃五〃二一十八六〃〃五
年年年年年年年年年
十十閏
二十五五六五一七正正三五九八四
月月日月日日月月日日月月日月日
五
、
隆
慶六
年
万
暦三
年
目
u
iia
刑
部
尚
書
表
七
月
南
京
戸
部
尚
書
王
之
詰
為
刑
部
尚
書
九
月
刑
部
尚
書
王
之
語
致
仕
〃
劃
鼎
封
為
刑
部
尚
書
十〃十十
四三一))
年年年
間十
八五四一ノ!
月日日月
六
部
尚
書
及
び
卿
式
表
協
埋
戎
政
兵
部
尚
書
劉
応
節
為
刑
部
尚
書
刑
部
尚
書
劉
応
ー
矧
致
仕
南
京
右
都
御
史
到
矧
馴
為
刑
部
尚
書
吏
部
左
侍
郎
蝋
矧
為
刑
部
尚
書
前
刑
部
尚
書
問
‾
矧
卒
前
刑
部
尚
書
劉
矧
矧
卒
南
京
兵
部
尚
書
薗
劃
馴
為
刑
部
尚
書
刑
部
尚
書
謝
恩
罰
馴
削
籍
為
民
刑
部
佐
侍
郎
野
‾
個
為
尚
書
刑
部
尚
書
釧
個
致
仕
南
京
兵
部
尚
書
劃
矧
改
刑
部
尚
書
南
京
吏
部
尚
書
矧
矧
叫
為
刑
部
尚
書
前
兵
部
尚
書
矧
矧
為
刑
部
尚
書
矧
矧
未
赴
、
卒
干
蘇
州
京
営
兵
部
尚
書
矧
劇
画
為
刑
部
尚
書
、
屡
被
論
致
仕前
南
京
右
都
御
史
園
到
矧
為
刑
部
尚
書
矧
側
為
刑
部
尚
書
刑
部
尚
書
樹
矧
致
仕
矧
対
到
為
刑
部
尚
書
予
故
刑
部
尚
書
翻
個
祭
葬一
五
荒
木
猛
三
十
三
年
〟
,
〟
三
十
四
年
三
十
六
年
三
十
八
年
〟四
十
年
〃
‥
四
十
一
年
〃
・
四
十
二
年
四
十
四
年
四
月
董
裕
為
刑
部
尚
書
十
二
月
刑
部
尚
書
要
樹
致
仕
五
年
五
月
^正三〃七九八九正八十
月日月月日月日日月
刑
部
右
侍
郎
沈
応
文
署
代
前
刑
部
尚
書
劃
矧
卒
洲
山
崎
対
為
刑
部
尚
書
刑
部
尚
書
地
山
時
刻
致
仕
起
劇
側
刑
部
尚
書
刑
部
尚
書
樹
矧
致
仕
副
都
御
史
珊
弧
綱
兼
署
刑
部
尚
書
左
副
都
御
史
謝
弧
矧
致
仕
以
兵
部
侍
郎
魂
薗
蘭
兼
署
刑
部
事
刑
部
侍
郎
薗
矧
謝
兼
署
刑
部
尚
書
吏
部
左
侍
郎
劃
甜
為
刑
部
尚
書
〃
一
六
年
八
年
〟九
年
#
・
十
三
年
六
、
南
京
隆
慶
刑
部
尚
書
表
六
年
正
月
南
京
右
都
御
史
謝
登
之
為
南
京
刑
部
尚
書
万
暦二
年
六
月
南
京
兵
部
尚
書
観
潮
改
南
京
刑
部
〃
〃
前
南
京
工
部
尚
書
柵
賓
脚
為
南
京
刑
部
尚
書
三
年
六
月
南
京
右
副
都
御
史
樹
矧
為
南
京
刑
部
尚
書
十十十十十
〃〃九〃八〃七五〃四〃
年年年年年
十
二
月
s
x九
月
〟
十
一
月
二
月
九
月
〟
1
六
前
南
京
刑
部
尚
書
榊
劃
剛
卒
総
督
新
道
保
定
右
都
御
史
楓
兆
為
南
京
刑
部
尚
書
起
何
矧
南
京
刑
部
尚
書
南
京
刑
部
尚
書
矧
薗
致
仕
南
京
右
都
御
史
噺
瑚
為
南
京
刑
部
尚
書
前
戸
部
尚
書
観
山
魂
為
南
京
刑
部
尚
書
工
部
左
侍
郎
恩
盟
萄
為
南
京
刑
部
尚
書
南
京
刑
部
尚
書
矧
矧
萄
罷
総
督
漕
運
戸
部
尚
書
葦
I
m
矧
噛
改
南
京
刑
部
尚
書
三
月
南
京
刑
部
尚
書
王
廷
腺
罷
〃五正〃三六二五〃
月日月日日月
南
京
吏
部
右
侍
郎
菱
宝
為
南
京
刑
部
尚
書
圏
矧
矧
為
南
京
刑
部
尚
書
前
南
京
刑
部
尚
書
鏑
細
身
卒
南
京
兵
部
右
侍
郎
割
習
矧
為
南
京
刑
部
尚
書
南
京
刑
部
尚
書
劃
唱
矧
致
仕
工
部
右
侍
郎
魂
矧
薗
為
南
京
刑
部
尚
書
前
南
京
刑
部
尚
書
割
増
劇
卒
南
京
刑
部
尚
書
魂
矧
薗
卒
吏
部
右
侍
即
事
矧
魂
為
南
京
刑
部
尚
書
二
十
年
五
月
南
京
刑
部
尚
書
王
用
汲
致
仕
〟
)
六
日
前
左
都
御
史
辛
自
修
為
南
京
刑
部
尚
書
二
十
一
年
〟〃‥
二
十
二
年
〃
‖〟
二
十
九
年
三
十
七
年
〃
‥
三
十
九
年
四
十
一
年
〟
四
十
四
年
四
十
六
年
正
月
前
南
京
刑
部
尚
書
陳
其
学
卒
〟
閏十十
四一九七三二三二八六二九
月月月日月日月日日月日月
兵
部
右
侍
郎
徐
元
泰
為
南
京
刑
部
尚
書
予
故
南
京
刑
部
尚
書
楓
過
劃
祭
葬
予
故
南
京
刑
部
尚
書
劃
矧
捌
祭
葬
南
京
刑
部
尚
書
慧
薗
致
仕
吏
部
左
侍
郎
樹
劃
到
為
南
京
刑
部
尚
書
前
南
京
刑
部
尚
書
錦
報
謝
卒
南
京
刑
部
尚
書
矧
習
矧
町
卒
兵
部
侍
郎
劃
樹
為
南
京
刑
部
尚
書
南
京
刑
部
尚
書
到
欄
去
、
檀
離
任
間
住
両
広
兵
部
右
侍
郎
現
職
矧
為
南
京
刑
部
尚
書
前
南
京
刑
部
尚
書
劃
樹
卒
南
京
刑
部
尚
書
鴫
喝
矧
卒
轡
コ
鳳
為
南
京
刑
部
尚
書
万隆
四二六七
年年暦年慶二
m
言言方部
尚
書
表
総
督
倉
場
戸
部
尚
書
王
国
光
回
戸
部
南
京
刑
部
尚
書
謝
登
之
改
戸
部
、
未
赴
戸
部
尚
書
劃
酬
淵
致
仕
〟五
年
六
年
〟八
年
十
一
年
〃
・
十
三
年
十
四
年
ii"u
rn"u
十
八
年
十
九
年
〃
1
二
十
年
二
十
七
年
5
-
.三
十
年
三
十
九
年
四
十
三
年
四
十
四
年
四
十
六
年
三四正六五五四六〃八三〃五三七四九七六四〃
月日日月日月日月月日月日日月月日月日
六
部
尚
書
及
び
卿
式
表
南
京
戸
部
尚
書
股
正
茂
為
戸
部
尚
書
前
戸
部
尚
書
却
矧
卒
戸
部
尚
書
轡
仙
山
画
致
仕
兵
部
右
侍
郎
魂
到
劇
為
戸
部
尚
書
前
戸
部
尚
書
劇
魂
卒
工
部
尚
書
矧
楓
改
戸
部
南
京
兵
部
尚
書
割
増
為
戸
部
尚
書
鼎
鋼
為
戸
部
尚
書
戸
部
尚
書
劃
鋼
致
仕
戸
部
左
侍
郎
親
疎
為
尚
書
司
風
為
戸
部
尚
書
戸
部
尚
書
矧
風
致
仕
総
督
倉
場
戸
部
尚
書
矧
劇
団
為
戸
部
尚
書
前
戸
部
尚
書
劃
矧
噛
卒
戸
部
尚
書
楓
倒
風
致
仕
戸
部
左
侍
郎
堕
‾
矧
為
尚
書
戸
部
右
侍
郎
劇
団
卿
為
尚
書
戸
部
左
侍
郎
到
測
劃
兼
署
戸
部
尚
書
前
戸
部
尚
書
劇
団
卿
卒
戸
部
左
侍
郎
到
測
劃
為
尚
書
刑
部
左
侍
郎
魂
矧
矧
為
戸
部
尚
書
一
七
十万
〃一十四〃〃三二〃元八
年年年年年年暦、
m
部猛
尚
∃童
F≡ヲ
表
ノ! !!ノ!
十
i」
十十
一九八正七二六〃四正九八
月月日日月日月日月月日月日
〃
‥
s
十
四
年
四
月
〃
十
二
月
十
七
年
十
月
〃
十
一
月
南
京
戸
部
尚
書
曹
邦
輔
致
仕
南
京
右
都
御
史
博
樹
為
南
京
戸
部
尚
書
前
南
京
戸
部
尚
書
矧
噂
矧
卒
南
京
戸
部
尚
書
博
樹
致
仕
戸
部
左
侍
郎
楓
喝
為
南
京
戸
部
尚
書
提
督
両
広
兵
部
尚
書
矧
仙
山
粛
為
南
京
戸
部
尚
書
総
督
倉
場
戸
部
左
侍
郎
劃
翻
為
南
京
戸
部
尚
書
吏
部
左
侍
郎
矧
矧
為
南
京
戸
部
尚
書
南
京
右
副
都
御
史
劃
謝
為
南
京
戸
部
尚
書
南
京
右
都
御
史
劉
風
聞
為
南
京
戸
部
尚
書
南
京
戸
部
尚
書
劉
風
間
‾
致
仕
戸
部
右
侍
郎
笥
矧
為
南
京
戸
部
尚
書
吏
部
左
侍
郎
魂
封
刑
為
南
京
戸
部
尚
書
南
京
戸
部
尚
書
魂
判
矧
致
仕
戸
部
左
侍
郎
矧
剰
劉
為
南
京
戸
部
尚
書
工
部
左
侍
郎
司
封
矧
為
南
京
戸
部
尚
書
予
故
南
京
戸
部
尚
書
黄
-
割
判
祭
葬
南
京
戸
部
尚
書
墓
園
致
仕
南
京
工
部
右
侍
郎
薗
四
‾
矧
為
南
京
戸
部
尚
書
十
八
年
1
日
u
i
i
a
rnHu
i""リ
十
九
年
二
十
一
年
〃
‥〟
二
十
二
年
〟
二
十
三
年
〃
″
二
十
五
年
二
十
八
年
三
十
二
年
四
十
年
四
十
四
年
四
月
八
月
〃
″
十十
二十九二十五三八六十五四二
月月日日月日月月日月月月日
一
八
予
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郎
〃〃〃八七〃六〃〃〃五〃
年年年年
〟六
月
八
月
十
〃九〃四八六三一ノ!
月月日月月日
十
年
五
月
〃
七
月
〃
〃〃
十
二
月
十
一
年
四
月
六
部
尚
書
及
び
卿
式
表
刑
部
右
侍
郎
陳
紛
改
吏
部
吏
部
左
侍
郎
到
矧
剰
卒
前
吏
部
左
侍
郎
¶
封
戴
卒
礼
部
左
侍
郎
圧
鐘
改
吏
部
刑
部
右
侍
郎
劇
画
改
吏
部
礼
部
右
侍
郎
笥
謝
改
吏
部
総
督
倉
場
戸
部
右
侍
郎
泌
盟
仙
境
為
吏
部
左
侍
郎
‾
劃
矧
為
吏
部
左
侍
郎
吏
部
左
侍
郎
矧
弧
謝
致
仕
礼
部
右
侍
郎
斜
材
刊
改
吏
部
吏
部
右
侍
郎
矧
矧
改
左
刑
部
右
侍
郎
王
篆
改
吏
部
起
矧
楓
吏
部
左
侍
郎
吏
部
右
侍
郎
一
息
郡
改
左
右
副
都
御
史
現
封
凧
為
吏
部
右
侍
郎
太
子
賓
客
礼
部
右
侍
郎
楓
楓
珊
為
吏
部
左
侍
郎
吏
部
右
侍
郎
現
封
凧
改
左
礼
部
右
侍
郎
埠
‾
矧
叫
改
吏
部
吏
部
左
侍
郎
習
凧
致
仕二
三
荒
木
〟
〃
り〟
十
二
年
〟〟
十十
〃五〃〃〃四〃
午
十
月
〟
十
一
月
九
月
十
1
月
〃
・
十
二
月
二
月
午
十
六
年
〃
り
i
i
a
ii"u
十
七
年
〃
‥
i
H
u
i
"
H
u〟
〃
‥
十十
十一三二六〃
月日月月日
〃
‥〟二
月
三
月
七
月
八
月
十
二
月
猛
吏
部
右
侍
郎
叫
矧
改
左
南
京
兵
部
右
侍
郎
矧
地
租
為
吏
部
右
侍
郎
礼
部
左
待
郎
笥
劃
改
吏
部
吏
部
左
侍
郎
陸
光
祖
致
仕
礼
部
右
侍
郎
到
剣
劇
改
吏
部
戸
部
右
侍
郎
劃
幽
魂
改
吏
部
礼
部
右
侍
郎
望
‾
薗
改
吏
部
吏
部
右
侍
郎
淵
‾
↓
矧
改
左
刑
部
右
侍
郎
矧
矧
剰
改
吏
部
礼
部
左
侍
郎
朱
庸
改
吏
部
吏
部
左
侍
郎
到
薗
卒
工
部
右
侍
郎
劇
側
改
吏
部
南
京
吏
部
右
侍
郎
倒
圃
為
吏
部
左
侍
郎
礼
部
右
侍
郎
謝
固
卿
改
吏
部
前
吏
部
右
侍
郎
樹
側
改
左
礼
部
左
侍
郎
或
到
圃
改
吏
部
前
吏
部
左
侍
郎
鵬
弧
謝
卒
吏
部
右
侍
郎
徐
ー
園
卿
罷
吏
部
左
侍
郎
倒
倒
疾
去
刑
部
左
侍
郎
孫
錆
改
吏
部
南
京
吏
部
右
侍
郎
矧
憩
劃
為
吏
部
左
侍
郎
十
八
年
十
九
年
〃
‥
二
十
年
〃
・
〟〃
・
〟〟〟〟
二
十
1
年
〟〟〟
二
十
二
年
r_‾"Hu
ノ〟〟〟
二
十
三
年
七三九五六
月月日日月
〟〟十
月
〃
‥
十
二
月
〃
=正
月
八
月
〃
‥
十
二
月
六
月
九
月
〟Liz
iia十
月
二
月
二
四
兵
部
左
侍
郎
魂
劇
剖
改
吏
部
総
督
漕
運
都
御
史
矧
矧
為
吏
部
右
侍
郎
礼
部
左
侍
郎
楓
珂
個
改
吏
部
兵
部
右
侍
郎
楓
珂
判
改
吏
部
吏
部
右
侍
郎
鴎
珂
判
改
左
矧
刊
岨
為
吏
部
右
侍
郎
前
吏
部
右
侍
郎
矧
矧
卒
吏
部
右
侍
郎
陳
‾
干
‾
鴎
改
左
戸
部
右
侍
郎
到
矧
風
改
吏
部
礼
部
左
侍
郎
黄
‾
風
樹
改
吏
部
吏
部
右
侍
郎
魂
訂
矧
刺
論
罷
左
副
都
御
史
魂
固
矧
為
吏
部
右
侍
郎
吏
部
右
侍
郎
薗
固
執
改
左
抑
以
蘭
為
吏
部
右
侍
郎
樹
劃
創
為
吏
部
左
侍
郎
吏
部
右
侍
郎
劇
詞
憂
去
右
副
都
御
史
劉
剰
封
為
吏
部
右
侍
郎
礼
部
左
侍
郎
誠
謝
改
吏
部
礼
部
左
侍
郎
劉
国
圏
改
吏
部
吏
部
右
侍
郎
矧
瑚
改
左
吏
部
右
侍
郎
劉
剰
到
改
左
PnHu
iiHu
二
十
四
年
r
n
H
u
rnHu
二
十
五
年
二
十
六
年
i
i
3
ll"u
L
i
a
lnHl
二
十
七
年
P
n
u
r
i
a
二
十
九
年
i
H
H
u
rnHu
三
十
年
r
n
H
u
iiHu
n
n
H
u
rnHu
三
十
一
年
三
十
七
年
三
十
八
年
三
十
九
年
四
十
年
iil
iiuI
四
十
1
年
十
月
正
月
〟六
月
五
月
〟七九五七
月月月日
〟
閏
二
月
七
月
十
月
十
二
月
三
月
九
月
八
月
八
月
九
月
二
月
吏
部
左
侍
郎
盛
訥
卒
吏
部
右
侍
郎
謝
細
劃
改
左
戸
部
左
侍
郎
矧
仙
葡
為
吏
部
右
侍
郎
吏
部
左
侍
郎
謝
継
‾
劃
致
仕
吏
部
右
侍
郎
劃
司
改
左
礼
部
右
侍
郎
樹
矧
詞
改
吏
部
斜
細
圏
為
吏
部
左
待
郎
礼
部
右
侍
郎
噂
瑚
改
吏
部
前
吏
部
右
侍
郎
楊
‾
副
詞
卒
礼
部
右
侍
郎
矧
矧
期
為
吏
部
左
侍
郎
吏
部
右
侍
郎
喝
瑚
改
左
礼
部
左
侍
郎
割
判
珊
改
吏
部
吏
部
左
侍
郎
劃
珊
予
告
前
吏
部
右
侍
郎
埠
‾
圃
卿
卒
矧
矧
薗
為
吏
部
左
侍
郎
珊
矧
到
為
吏
部
右
侍
郎
前
吏
部
左
侍
郎
孫
‾
組
萄
卒
吏
部
右
侍
郎
蘭
矧
到
改
左
礼
部
右
侍
郎
割
田
朝
改
左
吏
部
右
侍
郎
劉
日
‾
劃
卒
国
子
祭
酒
対
価
矧
為
吏
部
左
侍
郎
四
十
二
年
十
二
月
四
十
四
年
二
月
礼
部
左
侍
郎
翁
正
春
改
吏
部
南
京
刑
部
右
侍
郎
劃
謝
為
吏
部
右
侍
郎
吏
部
右
侍
郎
劃
誠
改
左
礼
部
右
侍
即
刻
矧
肌
簡
改
吏
部
万隆
〃九〃八〃五〃四三二元六五十
年年年年年年年暦年年慶四
ヽ
大
正七
月月理
右
愈
都
御
史
何
寛
為
大
理
寺
卿
大
理
寺
卿
矧
罷
十十
四二〃九二十六三一九九
月日月月日月日日月月
六
部
尚
書
及
び
卿
式
表
太
僕
寺
卿
李
幼
滋
為
大
理
寺
卿
右
愈
都
御
史
威
盟
恩
利
為
大
理
寺
卿
右
副
都
御
史
沈
‾
瓜
噂
為
大
理
寺
卿
太
常
寺
卿
劉
一
.
廟
改
大
理
寺
南
京
大
理
寺
卿
矧
矧
改
北
南
京
大
理
寺
卿
剰
簡
矧
劃
改
北
南
京
大
理
寺
卿
幽
地
租
改
北
起
酬
コ
‾
廟
為
大
理
寺
卿
右
副
都
御
史
張
‾
薗
為
大
理
寺
卿
右
副
都
御
史
矧
瑚
喝
為
大
理
寺
卿
弧
劃
醜
為
大
理
寺
卿
二
五
〃十
年荒
木
十十
二〃-
年年
二十十十十十
〃十九八七六〃〃五〃
年年年年年年
十閏
十十
二ノ!〃-
年年
十
一十〃九一七六四七七〃九三九六三二八二二正
月日月月月日月日日月日月月日月月月日月
猛
大
理
寺
卿
魂
勢
矧
致
仕
右
愈
都
御
史
剖
副
倒
為
大
理
寺
卿
南
京
大
理
寺
卿
劉
粛
例
改
北
左
愈
都
御
史
日
鋼
為
大
理
寺
卿
執
劃
矧
為
大
理
寺
卿
太
常
寺
卿
薗
紺
改
大
理
寺
通
政
司
左
通
政
呉
‾
矧
剰
為
大
理
寺
卿
太
常
寺
卿
矧
測
改
大
理
寺
右
愈
都
御
史
融
雪
ヨ
瑚
為
大
理
寺
卿
大
理
寺
卿
頁
‾
ヨ
洲
叫
致
仕
頚
珊
為
大
理
寺
卿
右
愈
都
御
史
矧
矧
為
大
理
寺
卿
右
愈
都
御
史
周
‾
蘭
為
大
理
寺
卿
血
矧
矧
樹
為
大
理
寺
卿
右
副
都
御
史
樹
参
観
為
大
理
寺
卿
順
天
府
声
劇
団
卿
為
大
理
寺
卿
右
副
都
御
史
剰
矧
為
大
理
寺
卿
大
理
寺
卿
曳
封
罷
酬
粛
蘭
為
大
理
寺
卿
洲
風
劃
為
大
理
寺
卿
右
愈
都
御
史
薗
樹
為
大
理
寺
卿
二
十
三
年
二
十
七
年
三
十
六
年
四
十
年
四
十
六
年
十
七八五五一
十
五
、
万
暦元
年
三
年
四
年
5
j〟〟
南
〃九〃六〃五
年年年
十
午
十
二六四十正二十〃十六三六十
月月日月日月日月日月月日京月日月日月
二
六
右
愈
都
御
史
矧
却
矧
為
大
理
寺
卿
南
京
太
常
寺
卿
顧
叫
為
大
理
寺
卿
右
愈
都
御
史
笥
例
為
大
理
寺
卿
太
僕
寺
卿
楢
瑚
矧
改
大
理
寺
劃
剥
淵
為
大
理
寺
卿
大
理
寺
卿
表
応
天
府
声
陶
承
学
為
南
京
大
理
寺
卿
応
天
府
芦
副
詞
例
為
南
京
大
理
寺
卿
右
愈
都
御
史
酪
漸
為
南
京
大
理
寺
卿
右
副
都
御
史
割
増
矧
為
南
京
大
理
寺
卿
南
京
大
理
寺
卿
割
望
見
罷
右
副
都
御
史
萄
為
南
京
大
理
寺
卿
前
大
理
寺
卿
陸
‾
淵
矧
叫
為
南
京
大
理
寺
卿
大
理
寺
卿
劃
簡
矧
調
南
京
前
左
副
都
御
史
劉
酬
蘭
為
南
京
大
理
寺
卿
都
察
院
右
副
都
御
史
王
‾
蘭
為
南
京
大
理
寺
卿
右
副
都
御
史
誠
意
噛
為
南
京
大
理
寺
卿
応
天
府
声
劉
忍
列
為
南
京
大
理
寺
卿
右
副
都
御
史
書
矧
為
南
京
大
理
寺
卿
十十十十
六五〃四三〃〃
年年年年
十十
〟
〃
り
十
七
年
〟
十
八
年
十
九
年
二
十
年
〟
一
十
一
年
〟
一
十
二
年
1
十
三
年
一
十
六
年
一
十
七
年
十十
三四四一八正二四十二六二〃七六一一七五九三
月月日月日日月月日日月日月月日日月日月月
南
京
太
常
寺
卿
醇
化
為
南
京
大
理
寺
卿
右
愈
都
御
史
猟
期
御
為
南
京
大
理
寺
卿
南
京
太
常
寺
卿
ガ
九
功
為
南
京
大
理
寺
卿
右
食
都
御
史
劃
副
為
南
京
大
理
寺
卿
右
副
都
御
史
翻
融
薗
為
南
京
大
理
寺
卿
南
京
太
常
寺
卿
淵
劃
為
南
京
大
理
寺
卿
右
副
都
御
史
斜
頚
為
南
京
大
理
寺
卿
南
京
大
理
寺
卿
斜
頚
致
仕
南
京
太
僕
寺
卿
劃
醐
改
南
京
大
理
寺
南
京
太
僕
寺
卿
射
刃
球
‾
改
南
京
大
理
寺
応
天
府
戸
張
‾
蘭
為
南
京
大
理
寺
卿
応
天
府
声
矧
矧
為
南
京
大
理
寺
卿
南
京
太
常
寺
卿
淵
矧
蘭
為
南
京
大
理
寺
卿
右
副
都
御
史
割
付
為
南
京
大
理
寺
卿
南
京
光
禄
寺
卿
封
蝋
改
南
京
大
理
寺
前
南
京
大
理
寺
卿
到
渦
卒
矧
判
瑚
為
南
京
大
理
寺
卿
福
建
巡
撫
謝
到
薗
為
南
京
大
理
寺
卿
順
天
府
声
淵
応
対
為
南
京
大
理
寺
卿
南
京
大
理
寺
卿
地
山
相
対
致
仕
剰
組
オ
為
南
京
大
理
寺
卿
四四
十十四十十
六二十〃四二
年年年年年
十
十七八二八七
月日月日月月
劉
応
願
為
南
京
大
理
寺
卿
南
京
太
僕
寺
卿
棉
矧
改
南
京
大
理
寺
南
京
大
理
寺
卿
劃
恩
剛
終
養
前
大
理
寺
左
少
卿
鍋
勢
矧
為
南
京
大
理
寺
卿
南
京
大
理
寺
卿
習
剖
卒
南
京
大
理
寺
卿
董
‾
応
‾
萄
予
告
(
平
成
五
年
四
月
二
十
八
日
受
理
)
六
部
尚
書
及
び
卿
式
表
